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１．前回（2026.2.12）の副首都推進本部（大阪府市）会議以降の取組

（１）大屋根リングの部材の状態の確認

（２）記念公園ゾーンの財源構成（案）について

(３）2025年日本国際博覧会成果検証委員会

２．夢洲第２期区域マスタープランVer.3.0（案）

３．今後の進め方
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１．前回（2026.2.12）の副首都推進本部（大阪府市）会議以降の取組

夢洲まちづくり構想 【平成29(2017)年 策定】 夢洲まちづくり基本方針【令和元(2019)年 策定】

【2024.９】 夢洲第２期区域マスタープランの策定に向けた民間提案募集の実施
【2025.１】 ２件の優秀提案の決定

【2022】夢洲第２期区域（大阪・関西万博跡地）に係るマーケット・サウンディングの実施

【2025.12】 「第１回 2025年日本国際博覧会 成果検証委員会」

【2025.4】「夢洲第２期区域マスタープランVer.1.0」の策定

【2025.5～9】 「大阪・関西万博の大屋根リングの活用に関する検討会」

【2025.10】「夢洲第２期区域マスタープランVer.2.0」の策定

2

【2026.2】 「第２回 2025年日本国際博覧会 成果検証委員会」

【2026.2】 第20回 副首都推進本部（大阪府市）会議

【2026.4】 「第３回 2025年日本国際博覧会 成果検証委員会」

大屋根リングの部材の状態の確認
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内 容 方 法 ・ 目 的 結 果

柱、梁

地震・風の履歴
竣工後の地震・気象記録により、設計時に想定した規模を上
回る揺れや風を受けていないことを確認

設計想定を上回る記録なし

木材への日射・降雨
などの影響

目視調査により、木材表面の変色・割れなどの変状を観察し、
強度低下につながる劣化の兆候が見られないことを推定

概ね問題ないものと推定

木材の接着性能
公的な検査機関における試験により、木材を貼り合わせた部
分の接着状態について確認

試験確認済み

基礎
コンクリート躯体の
状態

目視調査により、構造上問題となるようなひび割れや損傷等
がないことを推定

概ね問題ないものと推定

地盤
リング残置部周辺の
地盤の状態

沈下観測記録を基に、リング残置部周辺の観測点間におい
て沈下差が大きくなっていないことを推定

概ね問題ないものと推定

・ 構造上重要な箇所について、重大な課題がないか確認を行った

現時点での部材の健全性を確認（今後、詳細な調査等が必要）

（１）大屋根リングの部材の状態について

１．前回（2026.2.12）の副首都推進本部（大阪府市）会議以降の取組
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※博覧会協会の試算であり、概算費用については、今後、設計等を実施し算出が必要

設計調査費・改修・整備 管理運営

財源（案） 概算費用（参考値） 財源（案） 概算費用（参考値）

大屋根リング 剰余金 40億円※
剰余金

（民間資金の活用も検討）
1.5億円/年※
（リングのみ）

記念館
国の交付金や補助金、
個別企業の協力を検討

府・市が負担
（原則、府市折半）

検討中

記念公園 検討中
市の負担

（民間資金の活用も検討）
検討中

基本設計及び調査等
（大屋根リング、記念公園、記念館）

2億円 ー ー

• 剰余金の活用について、2025年日本国際博覧会成果検証委員会で議論

国の交付金や補助金について、引き続き関係省庁と協議

（２）記念公園ゾーンの財源構成（案）について

⇒ 記念公園ゾーンの基本調査には地域未来交付金を活用し、
その結果を精査しながら、具体的な整備を進めていく。※

・ 財源構成（案）に基づき、成果検証委員会での議論や関係省庁との協議を進めてきた

⇒ リングの初期改修や維持管理（20年間程度を想定）等
に剰余金を活用する。※

１．前回（2026.2.12）の副首都推進本部（大阪府市）会議以降の取組

※第３回2025年日本国際博覧会成果検証委員会資料より



（３）2025年日本国際博覧会成果検証委員会
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＜委員＞
• 十倉 雅和 ２０２５年日本国際博覧会協会 会長 ＜座長＞
• 池坊 専好 華道家元池坊 次期家元
• 五神 真 理化学研究所 理事長
• 佐野 真由子 京都大学大学院 教授
• 西尾 章治郎 国際高等研究所 所長
• 藤本 壮介 大阪・関西万博 会場デザインプロデューサー
• 藤原 紀香 日本館 名誉館長
• 宮地 純 リシュモンジャパン合同会社 カルティエ プレジデント＆ＣＥＯ
• 山極 壽一 総合地球環境学研究所 所長

＜関係者＞
• 吉村 洋文 大阪府知事
• 横山 英幸 大阪市長
• 松本 正義 関西経済連合会 会長
• 鳥井 信吾 大阪商工会議所 会頭
• 小林 健 日本商工会議所 会頭
• 國部 毅 ２０２５年日本国際博覧会協会財務委員会 委員長
• 石毛 博行 ２０２５年日本国際博覧会協会 事務総長

（五十音順・敬称略）

• 令和７(2025)年12月25日 第１回 成果検証委員会

• 令和８(2026)年２月27日 第２回 成果検証委員会

• 令和８(2026)年４月27日 第３回 成果検証委員会

〇 委員会メンバー

〇 開催経過

１．前回（2026.2.12）の副首都推進本部（大阪府市）会議以降の取組



（３）2025年日本国際博覧会成果検証委員会
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【出典】第３回 2025年日本国際博覧会成果検証委員会資料より抜粋

１．前回（2026.2.12）の副首都推進本部（大阪府市）会議以降の取組



（３）2025年日本国際博覧会成果検証委員会
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１．前回（2026.2.12）の副首都推進本部（大阪府市）会議以降の取組

【出典】第３回 2025年日本国際博覧会成果検証委員会資料より抜粋
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（３）2025年日本国際博覧会成果検証委員会

〇 委員会での主な意見

【出典】2025年日本国際博覧会成果検証委員会議事要旨より抜粋

• 多様でありながら一つというレガシーを作ったということを後世に残す上で、大屋根リングと静けさの森は欠かせない
もの。【山極委員】

• 持続可能な未来社会の実現に向けて、万博の理念を継承し、その成果を関西、日本の成長につなげていくため、具体的
な行動に移していくことを経済界の総意。【松本会長】

• 跡地開発で大屋根リングや静けさの森を残す方針はありがたい方針であるが、「場所の記憶」が大事。
跡地開発は、夢洲２期と３期などに分かれているが、大屋根リングは３期区域にあったウォータープラザにオーバー
ラップして建っていたことから、２期と３期というエリアを越えて、全体像として跡地開発のビジョンを事業者に提案
してもらうことも可能にするか、その方向で議論していくことなどをマスタープランに明記してほしい。【藤本委員】

• 剰余金をどう使うかの観点では、大屋根リングの一部残置、会場跡地でレガシーを発信する取組、最先端技術の実装化
を後押しする仕組み、国際的なイベントや会議の継続開催が重要。【吉村知事】

• 夢洲２期区域においては、万博の成果を継承し、音楽、アート、先進技術といった多様な取組の展開と交流の促進を図
るとともに、国内外への情報発信に取り組みたい。大阪府・市が中心となり、記念館や公園を整備し、周辺の民間開発
エリアと合わせて万博のわくわく感を再現することで、万博のレガシーを日本、世界に発信する拠点としたい。

【横山市長】

• 開催地である夢洲をレガシーの発展・継承の拠点にするべき。【十倉座長】

◼ 夢洲に関すること

１．前回（2026.2.12）の副首都推進本部（大阪府市）会議以降の取組
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２．夢洲第２期区域マスタープランVer.3.0（案）

土地利用方針

≪土地利用計画（ゾーニング）≫

• 「公園・緑地等ゾーン（今後検討）」を「記念公園ゾーン」に変更し、
記念公園ゾーンの方針、他ゾーンとの連携を追記

都市空間形成方針
• 大屋根リングの記憶を想起させる空間などの形成をめざすことを追記

• 記念公園ゾーンからにぎわい軸の形成を追記

万博レガシーの継承と発信

• 夢洲全体で万博の記録や成果を日本・世界へ発信する「万博レガシー
の発信拠点」となる機能の導入をめざすことを追記

• 大屋根リングの記憶を想起させるまちづくりをめざすことを追記

• 第２期区域のみならず、その周辺も含めた一体的なまちづくりをめざ
すことを追記

• 第２期区域において、万博の成果を継承し、数多くの先進技術に触れ
る取組等を展開し、これらを日本・世界へ発信することを追記

• 「大屋根リングの利活用」を「記念公園の整備」に変更し、ハードレ
ガシーとして、公共が記念公園、大屋根リング、記念館を整備するこ
とを追記

前回（R8.2.12）の副首都推進本部（大阪府市）会議で確認した「マスタープランVer.3.0（案）の作成方針」
に加え、政府の成果検証委員会における、レガシー展開の方向性や剰余金の活用方針を含む具体的方策の取り
まとめを踏まえ、夢洲第２期区域マスタープランVer.3.0（案）を作成する。

Ver.2.0からの変更概要
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• 「公園・緑地等ゾーン」を「記念公園ゾーン」に変更し、
記念公園ゾーンの方針、他ゾーンとの連携を追記

２．夢洲第２期区域マスタープランVer.3.0（案）
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• 大屋根リングの記憶を想起させる空間などの形成をめざすことを追記
• 記念公園ゾーンからのにぎわい軸の形成を追記

２．夢洲第２期区域マスタープランVer.3.0（案）
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２．夢洲第２期区域マスタープランVer.3.0（案）

• 夢洲全体で万博の記録や成果を日本・世界へ発信する「万博レガシーの発信拠点」
となる機能の導入をめざすことを追記

• 大屋根リングの記憶を想起させるまちづくりをめざすことを追記

• 第２期区域のみならず、その周辺も含めた一体的なまちづくりをめざすことを追記
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２．夢洲第２期区域マスタープランVer.3.0（案）

• 第２期区域において、万博の成果を継承し、数多くの先進技術に触れる
取組等を展開し、これらを日本・世界へ発信することを追記
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２．夢洲第２期区域マスタープランVer.3.0（案）

• 「大屋根リングの利活用」を「記念公園の整備」に変更し、ハードレガシーとして、
公共が記念公園、大屋根リング、記念館を整備することを追記



夢洲第２期区域開発事業者募集の開始

夢洲第２期区域マスタープラン Ver.3.0の策定

３．今後の進め方

2026年４月30日 副首都推進本部（大阪府市）会議
・夢洲第２期区域マスタープラン Ver.3.0 (案)について

15

・本日の副首都推進本部（大阪府市）会議での議論を踏まえ、
以下のとおり手続きを進める

パブリックコメントの実施
府議会・市会での議論

約１～２カ月


